
鶴
岡
市
で
こ
の
１
年
間

に
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
数

は
ゼ
ロ
歳
児
が
５
５
２
人

で
、
１
歳
児
の
６
４
２
人

か
ら

人
も
減
り
、
５
０

90

０
人
台
の
数
値
は
初
め
て

、

。

で
減
り
方
も
急
速
で
す

令
和
元
年
以
降
、
出
生

数
が
減
少
傾
向
で
、
少
子

化
の
危
機
感
か
ら
、
こ
の

２
年
間
、
小
学
校
と
中
学

校
を
一
つ
に
ま
と
め
る
小
「

中
一
貫
校
」
が
議
論
さ
れ

ま
し
た
。

少
子
化
の
流
れ
を
逆
転

さ
せ
、
そ
の
議
論
は
ム
ダ

だ
っ
た
と
い
う
社
会
を
実

現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
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発行経費にカンパをお
願いしています。民報
配布者にご連絡下さい

（月２００円程度）
4月 21人 11,600円
3月 38人 30,340円
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の
ゼ
ロ
歳
児

人
に
減
少
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少
子
化
の
流
れ
を
逆
転
さ
せ
よ
う

い
ま
国
会
で
は

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

、

改
定
案
」
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
定
的
な
輸
入
を
確
保
す
る
」
と
の
条
文
を

新
設
し

「
有
事
」
に
備
え
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

、

農
産
物
輸
出
国
に
投
資
す
る
一
方
、
食
料
自
給
率

の
向
上
は
投
げ
捨
て
ま
す
。

同
時
に
提
出
さ
れ
た
「
食
料
供
給
困
難
事
態
対

策
法
案
」
は

「
有
事
」
の
際
に
、
農
家
に
「
芋
」

、

な
ど
を
作
る
こ
と
を
、
罰
則
（
拒
否
な
ら
罰
金
20

万
円
）
で
義
務
付
け
る
異
常
な
も
の
で
す
。

軍
事
費
と
農
林
水
産
予
算
の
推
移
は
、
１
９
８

０
年
に
は
農
林
水
産
予
算
が
防
衛
費
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
逆
転
し
、
軍
事
費
が
当
時

の
３
倍
に
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

藤島地域の地区別子どもの数　（2024年3月31日）4/23修正版

０歳 １歳 ２歳 ３歳４歳 ５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

藤島 男 20 16 19 7 12 14 15 18 15 15 21 16 13 29 21

女 13 10 17 7 18 12 10 16 15 20 16 15 17 14 21

計 33 26 36 14 30 26 25 34 30 35 37 31 30 43 42

八栄島男 0 1 2 2 1 1 4 3 1 1 2 5 2 4 4

女 0 0 2 4 2 3 5 3 5 4 3 4 4 6 8

計 0 1 4 6 3 4 9 6 6 5 5 9 6 10 12

長沼 男 1 4 2 1 1 2 4 3 6 2 2 4 4 2 6

女 2 2 4 3 3 2 2 3 4 3 3 4 1 6 2

計 3 6 6 4 4 4 6 6 10 5 5 8 5 8 8

渡前 男 4 4 3 4 6 4 3 1 2 3 5 6 9 5 6

女 2 5 3 3 6 5 6 1 7 4 3 6 8 5 5

計 6 9 6 7 12 9 9 2 9 7 8 12 17 10 11

東栄 男 1 2 4 2 4 8 1 8 4 8 5 4 2 4 4

女 2 3 2 0 3 3 5 2 7 6 5 8 6 4 5

計 3 5 6 2 7 11 6 10 11 14 10 12 8 8 9

合計 男 26 27 30 16 24 29 27 33 28 29 35 35 30 44 41

女 19 20 28 17 32 25 28 25 38 37 30 37 36 35 41

計 45 47 58 33 56 54 55 58 66 66 65 72 66 79 82

三川町の子どもの数　（2024年3月31日）

０歳 １歳 ２歳 ３歳４歳 ５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

三川町

男 24 18 29 34 34 26 43 37 40 37 33 38 30 41 39

女 21 18 19 30 17 27 37 36 30 32 33 30 32 30 34

計 45 36 48 64 51 53 80 73 70 69 66 68 62 71 73
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（月２００円程度）
4月 21人 11,600円
3月 38人 30,340円

鶴
岡
市
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児
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に
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少
子
化
の
流
れ
を
逆
転
さ
せ
よ
う

い
ま
国
会
で
は

「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法

、

改
定
案
」
が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
定
的
な
輸
入
を
確
保
す
る
」
と
の
条
文
を

新
設
し

「
有
事
」
に
備
え
て
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
の

、

農
産
物
輸
出
国
に
投
資
す
る
一
方
、
食
料
自
給
率

の
向
上
は
投
げ
捨
て
ま
す
。

同
時
に
提
出
さ
れ
た
「
食
料
供
給
困
難
事
態
対

策
法
案
」
は

「
有
事
」
の
際
に
、
農
家
に
「
芋
」

、

な
ど
を
作
る
こ
と
を
、
罰
則
（
拒
否
な
ら
罰
金
20

万
円
）
で
義
務
付
け
る
異
常
な
も
の
で
す
。

軍
事
費
と
農
林
水
産
予
算
の
推
移
は
、
１
９
８

０
年
に
は
農
林
水
産
予
算
が
防
衛
費
を
上
回
っ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
逆
転
し
、
軍
事
費
が
当
時

の
３
倍
に
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

旧町村の地域別子どもの数　（2024年3月31日）4/23修正版

０歳 １歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳14歳

藤島

男 26 27 30 16 24 29 27 33 28 29 35 35 30 44 41

女 19 20 28 17 32 25 28 25 38 37 30 37 36 35 41

計 45 47 58 33 56 54 55 58 66 66 65 72 66 79 82

羽黒

男 18 17 19 14 32 23 24 26 33 30 29 27 35 33 34

女 11 26 13 18 22 19 24 28 27 19 23 29 36 35 30

計 29 43 32 32 54 42 48 54 60 49 52 56 71 68 64

櫛引

男 7 11 12 24 19 22 37 31 26 17 30 26 34 21 30

女 12 27 15 13 20 16 22 25 33 21 32 25 19 34 24

計 19 38 27 37 39 38 59 56 59 38 62 51 53 55 54

朝日

男 5 6 7 11 6 5 5 11 11 10 12 13 11 9 16

女 7 3 6 3 4 7 7 9 10 10 6 5 12 14 14

計 12 9 13 14 10 12 12 20 21 20 18 18 23 23 30

温海

男 11 9 13 11 11 12 7 14 14 15 19 16 15 19 17

女 6 8 11 12 3 11 12 13 10 12 15 20 22 17 18

計 17 17 24 23 14 23 19 27 24 27 34 36 37 36 35

三川町の子どもの数　（2024年3月31日）

０歳 １歳２歳 ３歳４歳５歳 ６歳７歳８歳９歳10歳11歳 12歳13歳 14歳

三川町

男 24 18 29 34 34 26 43 37 40 37 33 38 30 41 39

女 21 18 19 30 17 27 37 36 30 32 33 30 32 30 34

計 45 36 48 64 51 53 80 73 70 69 66 68 62 71 73
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国
立
社
人
研
の
人
口
推

移
デ
ー
タ
で
は
、
合
併
自

治
体
に
お
け
る
旧
町
村
の

人
口
予
測
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
い
く
ら
探
し
て
も

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
国
土
交
通
省

５
０
０
ｍ

が
作
成
し
た
「

メ
ッ
シ
ュ
別
将
来
人
口
推

」
が
あ
り
、
こ

計
デ
ー
タ

れ
を
用
い
て
、
旧
市
町
村

境
界
を
あ
て

は
め
て
整
理

し
た
推
計
が

あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

鶴
岡
市
都、

市
計
画
課
は

令
和
４
年
度

に
実
施
し
た、

委
託
事
業
で

平
成

年

「

27

国
勢
調
査
を

基
準
と
し
た

５
０
０
ｍ
メ

ッ
シ
ュ
別
将

来
人
口
推
計

」
を

デ
ー
タ

持
っ
て
い
ま

す
。一

般
で
は

手
に
入
り
に

く
い
貴
重
な

デ
ー
タ
を
、

参
考
に
ご
紹

介
し
ま
す
。

ケ
ジ
メ
を
つ
け
る
の
か
、

一
同
注
目
・
と
い
う
処
。

▲
な
ん
で
こ
う
な
る
の
？

は
ま
だ
ま
だ
あ
る
が
、
そ

ん
な
国
が
あ
る
っ
て
い
う

。

、

の
？
と
い
う
事
そ
れ
は

我
が
国
の
政
策
に
「
食
料

自
給
率
の
向
上
」
が
無
く

な
っ
た
と
い
う
ん
だ
。
こ。

の
間
ま
で
は
あ
っ
た
ン
ダ

国
民
の
胃
袋
に
責
任
を
持

た
な
い
と
い
う
事
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
ト
。
こ
れ
で

独
立
国
っ
て
言
え
る
か
？

そ
れ
っ
て
、
責
任
政
党
っ

て
言
う
か
？
や
は
り
、
自

分
の
懐
と
次
の
選
挙
し
か

考
え
な
い
、
裏
金
自
由
党

と
い
う
事
だ
か
ネ
。

▲
先
に
書
い
た
事
だ
が
、

そ
れ
で
い
て
食
料
が
足
り

な
く
な
る
と
、
作
付
け
命

令
を
出
す
ん
だ
と
か
、
農

家
の
蔵
探
し
も
す
る
ん
だ。

と
書
い
て
あ
る
ん
だ
と
ヨ

▲
そ
れ
で
も
足
り
な
い
時

、

、

は
大
商
社
の
尻
を
叩
き

輸
入
を
増
や
す
ん
だ
ト
。

デ
タ
ラ
メ
だ
ネ
～
。
地
球

上
ど
こ
も
異
常
気
象
で
、

水
不
足
だ
。
買
え
る
物
あ

る
か
～
（
石
川
）

。

不
十
分
で
全
面
的
に
改
め

る
。①

碑
の
構
造
に
つ
い
て

触
れ
て
い
な
い
。

底
面
の
基
壇
か
ら
考
え

る
。地

面
よ
り
１

ほ
ど
の

ｍ

高
さ
で
、
反
り
の
あ
る
石

垣
を
巡
ら
し
、
東(

正
面)

・
西
面
の
長
さ
、
南
・
北。

両
面
も
ほ
ぼ
４

で
あ
る

ｍ

上
部
四
面
の
縁
に
柵
石

柱
が
あ
り
、
そ
れ
を
つ
な

い
で
鉄
柵(

生
垣)

が
あ
っ

た
。戦

時
中
の
金
属
類
回
収

勅
令
で
回
収
さ
れ
、
今
は

戦
後
に
ビ
ニ
ー
ル
管
で
補

で
た
ら
め
な
国

な
ん
で
こ
ん
な
こ
と
に

な
る
の
か
と
呆
れ
る
こ
と

。

、

が
起
き
て
い
る
原
点
は

あ
の
長
か
っ
た
ア
ベ
政
治

の
悪
い
名
残
か
。
良
い
も

な
ご
り

の
は
何
も
な
か
っ
た
が
。

▲
検
察
が
、
何
ゆ
え
に
裁

判
を
起
こ
し
た
か
が
記
載

さ
れ
て
い
る
記
録
を
、
廃

棄
し
た
と
い
う
の
だ
。
他

人
を
罪
人
に
す
る
こ
と
が

出
来
る
権
限
を
持
っ
て
い

る
連
中
が
し
た
ん
だ
。
し

か
も
、
罪
に
な
ら
な
い
こ

と
を
デ
ッ
チ
上
げ
た
冤
罪
え
ん
ざ
い

だ
っ
た
と
い
う
の
だ
。
被

告
に
さ
れ
て
い
た
一
人
が

不
幸
に
も
、
裁
判
中
に
亡

く
な
っ
て
い
る
ん
だ
。

▲
か
つ
て
、
裁
判
で
無
罪

が
決
ま
っ
て
も
、
謝
っ
た

こ
と
が
な
い
と
言
わ
れ
て

い
る
検
察
な
ん
だ
が
、
こ

れ
は
あ
ま
り
に
も
酷
い
。

恥
ず
か
し
く
っ
て
残
し
て

お
け
な
い
作
文
だ
っ
た
と

い
う
事
か
。
絶
対
許
せ
な

い
事
だ
。
こ
ん
な
出
鱈
目

を
彼
ら
は
、
自
ら
に
ど
う

本
来
は
、
今
回
の
調
査

に
当
ら
れ
た
石
材
店
北
山

文
雄
氏
と
、
東
田
川
文
化

記
念
館
渡
部
隆
志
氏
の
調

査
に
よ
る
こ
と
を
、
先
号

の
冒
頭
に
記
す
べ
き
で
あ

っ
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ

た
い
。

『
藤
島
町
の
石
造
文
化

財
』
の
記
述
は
、
ま
ず
冒

頭
で
「
特
記
す
べ
き
」
碑

と
し
て
い
る
こ
と
を
評
価

し
た
い
。

し
か
し
、
そ
の
根
拠
は

東

田

川

史

跡

物

語

『
駐
鑾
之
碑
』
調
査
の
ま
と
め
ー
『
藤
島
町
の

青
山

崇

石
造
文
化
財
』
の
補
充
①

修
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

部
分
だ
け
は
虚
し
い
感
じ

が
す
る
。

基
壇
の
中
央
に
台
座
石

(

高
さ

)

が
あ
る
。

㎝
28

こ
れ
ら
を
合
計
し
た
地

面
か
ら
石
碑
頂
部
ま
で
の

全
体
の
高
さ
は
、
ほ
ぼ
４

弱
で
、
四
角
垂
の
中
に

ｍ碑
の
構
成
物
が
入
る
こ
と

に
な
り
、
全
体
が
極
め
て

均
整
が
と
れ
洗
練
だ
れ
て

い
る
。

と
り
わ
け
碑
銘
文
は
、

崩
れ
た
文
字
も
な
く
、
１

３
０
余
年
経
つ
今
も
明
確

で
あ
る
。

旧
町
村
別
の
人
口
予
測
は
手
に
入
り
に
く
い

『駐鑾(ちゆうらん)之碑』


